
 

 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ７ 月 ６ 日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

 

平成２４年度 第１回災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

強風に伴う波浪や猛吹雪、融雪水等により被害を受けた地域、平成23年台風12号の豪

雨により被害を受けた地域等において、災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度災害

を防止するための事業（２１件）を緊急に立ち上げ実施します。 

 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所等

において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・安

心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

平成24年度 第１回災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

（単位：百万円） 

災 害 対 策 （２１件） ［国費］ ４，１１３    

 

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 山田（内線29-915） 

    主査 岩﨑（内線29-925） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  FAX   03-5253-1572 



実 施 概 要 
 

 

○平成24年度第１回 災害対策等緊急事業推進費（主な対策の例） 

 

１． 強風に伴う波浪により被災した地域における対策 

【3件  828百万円（国費）】 

具体的には(1)～(3)のとおり 

   河川海岸(1)、国道（直轄）(2) 

・ 平成24年4月に発生した強風に伴う波浪により、石川
いしかわ

海岸
かいがん

（石川県小松市）で

は護岸基礎部の海底地盤が洗掘された。また、国道7号（新潟県村上市）では

越波に伴う冠水により通行止めが発生した。 

・ このため、石川海岸においては洗掘被害の拡大を抑えるための人工海浜の整備、

国道7号においては越波防止柵を設置するなどの対策を緊急に実施し、再度災

害を防止する。 

 

 

２． 台風・豪雨等により被災した地域における対策 

【12件  2,534百万円（国費）】 

具体的には(4)～(15)のとおり 

   河川（補助）(6)、国道（直轄）(13) 

・ 平成23年7月の豪雨により、只見
た だ み

川
がわ

、阿
あ

賀川
が が わ

（福島県只見町外）では堤防から

の越水による浸水被害が発生した。また、国道8号（新潟県長岡市）では冠水

により通行止めが発生した。 

・ このため、只見川、阿賀川においては築堤工や河道の掘削、国道8号において

は排水ポンプ増設等の対策を緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 

 

３． 豪雪に伴う災害により被災した地域における対策 

【6件 751百万円（国費）】 

具体的には(16)～(21)のとおり 

   国道（直轄）(16)、地方道(19) 

・ 今冬期の豪雪により、国道231号（北海道石狩市）では猛吹雪による視界不良

に伴う道路の通行止めが発生した。また、市道田ノ沢
た の さ わ

23号線（青森県青森市）

では融雪水に伴う道路法面崩壊が発生した。 

・ このため、国道231号においては防雪柵の設置、市道田ノ沢23号線においては

道路法面の保護対策等を緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 



事業名 地区名 事業費 国費

(1) 海岸保全施設整備事業 石川海岸　小松工区 国土交通省 石川県 小松市浜佐美町地内 240 163

(2) 道路維持管理事業 一般国道７号 村上市岩崎地区 国土交通省 新潟県 村上市岩崎地先 65 65

(3) 道路維持管理事業
一般国道８号上越市名立区名立大町
地区

国土交通省 新潟県 上越市名立区名立大町地区 600 600

計 3件 905 828

(4) 河川改修事業 馬淵川水系馬淵川 岩手県 岩手県
二戸市字堀野地先
～二戸郡一戸町字小鳥谷地先

750 375

(5) 河川改修事業 阿武隈川水系阿武隈川 福島県 福島県
石川郡玉川村大字中
～西白河郡矢吹町大字陣ヶ岡地先

500 250

(6) 河川改修事業 阿賀野川水系只見川・阿賀川 福島県 福島県
南会津郡只見町大字只見
～耶麻郡西会津町大字群岡字徳沢乙地内

1,100 550

(7) 河川改修事業 富士川水系間門川 山梨県 山梨県 甲府市下曽根町地内 200 100

(8) 河川改修事業 日高川水系日高川 和歌山県 和歌山県 日高郡日高川町平川～上越方地内 400 200

(9) 河川改修事業 南部川水系南部川 和歌山県 和歌山県 日高郡みなべ町西本庄・東本庄地内 80 40

(10) 河川改修事業 日置川水系日置川・城川 和歌山県 和歌山県 西牟婁郡白浜町宇津木地内 200 100

(11) 河川改修事業 新宮川水系熊野川 和歌山県 和歌山県
田辺市本宮町大居地内
・新宮市熊野川町日足地内

600 300

(12) 道路維持管理事業
一般国道298号 川口市神戸地区他７

国土交通省 埼玉県 川口市神戸地先他７箇所 45 45

国道（直轄）

１．強風に伴う波浪

河川海岸（直轄）

河川（補助）

国道（直轄）

２．台風・豪雨等に伴う災害

平成２４年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

種　別
事業主体名 施行地

執行額

［金額単位：百万円］

(12) 道路維持管理事業
箇所

国土交通省 埼玉県 川口市神戸地先他７箇所 45 45

(13) 道路維持管理事業 一般国道８号長岡市愛宕地区 国土交通省 新潟県 長岡市愛宕地先 450 450

(14) 道路更新防災等対策事業 那智山勝浦線・那智山地内 和歌山県 和歌山県 東牟婁郡那智勝浦町那智山３番地地先 145 73

(15) 道路更新防災等対策事業 市道澄川線益田市匹見町澄川地内 益田市 島根県 益田市匹見町澄川地内 102 51

計 12件 4,572 2,534

(16) 道路維持管理事業 一般国道231号石狩市厚田地区外 国土交通省 北海道 石狩市生振～石狩市厚田区別狩 529 529

(17) 道路維持管理事業
一般国道49号東蒲原郡阿賀町八木山
地区

国土交通省 新潟県 東蒲原郡阿賀町八木山地先 90 90

(18) 道路更新防災等対策事業
一般国道４１１号　丹波山村大常木地
区

山梨県 山梨県 北都留郡丹波山村大常木地先 120 60

(19) 道路更新防災等対策事業 市道田ノ沢23号線外 青森市 青森県 青森市浪岡大字本郷字田ノ沢地内 80 40

(20) 道路更新防災等対策事業
一般県道塩平窪平線山梨市牧丘町北
原地内

山梨県 山梨県 山梨市牧丘町北原地内 50 25

(21) 道路更新防災等対策事業 市道小矢戸県道赤根橋線、南新在家 大野市 福井県 大野市南新在家地先 14 7

計 6件 883 751

総　　計 21件 6,360 4,113

国道（補助）

地方道

地方道

３．平成24年1月～4月に発生した豪雪に伴う災害

国道（直轄）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（1） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（石川海岸小松工区）
イシカワカイガンコマツコウク

平成24年1月の波浪により海岸の護岸が被災し、災害復旧事業を予定し

ていたが、その後、4月3日の強風に伴う波浪により、護岸基礎部分の洗

掘被害が発生した 今後の波浪により被害が拡大する恐れがあることか

石川県小松市浜佐美町地内

２４０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１６３

コマツシ ハマ サ ミ マチチナイ

掘被害が発生した。今後の波浪により被害が拡大する恐れがあることか

ら、推進費を活用して緊急に養浜工（人工海浜）を整備することにより、

住民の安全を確保する。

内 容
ようひんこう

尼 御 前

安宅 漁 港

片山津I.C片山津IC

被災箇所：小松工区

小松市浜佐美町地内

位置図

柴 山 潟
前 川

梯 川

こまつ

小松I.C

加賀市

小松市

小松IC安宅IC

計画平面図

N
o
.
62

6

N
o
.
62

8
+1

6
m

養浜工 L=216m

小松海岸 海岸災害復旧工事 L=216m

N

被災状況写真①
被災状況写真②

小松海岸 海岸災害復旧工事 L 216m

標準断面図

養浜工

▽0 00

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

被災状況写真②

▽0.00

被災状況写真①

１

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

土砂の流出・水叩きの破損
（H24年1月）

▼4.7m沈下

波浪による消波ブロックの沈下・散乱
（H24年1月）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（2） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道7号村上市岩崎地区道路災害防除）

ムラカミシイワサキ

平成24年4月4日の強風に伴う越波により、国道7号において冠水被害

が発生し一時通行止めとなった。今後の強風による越波が発生した場
合に再度の被害が発生しないよう 推進費を活用して緊急に越波防止

新潟県村上市岩崎地先

６５

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）６５

ムラカミシ イワサキチサキ

合に再度の被害が発生しないよう、推進費を活用して緊急に越波防止
柵を整備することにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

当該箇所
(位置図)

村上市
赤 推進費要求箇所（当年度施行）(日本海)

・新潟市

越波防止工
(越波防止柵 H=1.2m) L=460m

至

新
潟 至

鶴
岡
市

事業計画区間 L=460m潟
市

①→ ←②

［断面図］ 被災状況写真①

越波防止工
（越波防止柵 H=１.２m）

［断面図］

［対策イメージ］

被災状況写真①

（至 鶴岡市）
被災状況写真② 被災状況写真③

２

（至 新潟市）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（3） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道8号上越市名立区名立大町地区道路災害防除）

ジョウエツシナダチクナダチオオマチ

平成24年4月4日の強風に伴う波浪の影響により、国道8号において海

岸擁壁基礎部の洗掘被害が発生した。今後の強風に伴う波浪により更
なる被害が発生しないよう推進費を活用して緊急に消波工等の波浪対

新潟県上越市名立区名立大町地区

６００

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）６００

ジョウエツシナダチク ナダチオオマチ チク

なる被害が発生しないよう推進費を活用して緊急に消波工等の波浪対
策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

黒 H23年施行完了箇所

平面図

至至 新潟新潟

被災箇所

②

①

至至 富山富山

H23
災害復旧箇所

L=42m 事業計画区間 L=300m
消波工L=258m 海岸擁壁補修工L=258m 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工N=46

③写真-1写真-3 写真-2

消波工L=258m、海岸擁壁補修工L=258m、集排水ﾎ ｰﾘﾝｸ 工N=46

②

③

標準横断図

集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ
消波工

至 新潟写真-1

海岸擁壁の沈下

写真-2
写真-2の拡大

②
①

海岸擁壁補修工

消波工

３

至 富山

H23年災害復旧箇所の被災状況 今回対策区間の海岸擁壁の変状 海岸擁壁の移動

写真-3



岩手県

事 業 名

事 業 主 体

（4） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（馬淵川水系馬淵川）

マベチガワスイケイマベチガワ

平成23年9月21日の台風15号に伴う豪雨により、馬淵川が氾濫し浸水被
害が発生した。被災した護岸は災害復旧事業で対応するが、今後の豪
雨により再度浸水被害が発生しないよう 推進費を活用して緊急に河道

岩手県二戸市字掘野地先～二戸郡一戸町字小鳥谷地先

７５０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）３７５

ニノヘシ アザ ホリノ チサキ ニノヘグン イチノヘマチ アザ コズヤ チサキ

雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進費を活用して緊急に河道
掘削等を実施することにより、洪水時の河川水位を低減し、住民の安全
を確保する。

内 容

馬淵川水系

凡　　　　例
赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧 関連（当年度施行）

位置図

被災水位
計画高水位 改修後水位

馬淵川水系
馬淵川

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

推進費
災害復旧

二戸市石切所地区 標準断面図

河道掘削

推進費計画区間 L=2,500m
推進費計画区間 L=1,000m
・河道掘削

推進費計画区間 L=800m
・河道掘削

①

②

③

断面図明示箇所

河道掘削

推進費計画区間 L=700m
・河道掘削・護岸工

①被災箇所 ③被災箇所

②被災箇所

４



福島県

事 業 名

事 業 主 体

（5） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（阿武隈川水系阿武隈川）

アブクマガワスイケイアブクマガワ

平成23年9月19日から22日の台風15号に伴う豪雨により、阿武隈川が
氾濫し浸水被害が発生した。被災した護岸は災害復旧事業で対応する
が 今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう 推進費を活用し

福島県石川郡玉川村大字中～西白河郡矢吹町大字陣ケ岡地先

５００

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）２５０

イシカワグンタマカワムラオオアザナカ ニシシラカワグンヤブキマチオオアザジンガオカチサキ

が、今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進費を活用し
て緊急に築堤工を実施することにより、住民の安全を確保する。

内 容

事業箇所
凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

築堤工（2）

浸水区域

写真②

写真①

築堤工（１）

築堤工（5） L=450m築堤工（3）

築堤工（4）

被災水位 ▽+255.027

天端幅W=4m

築堤工（１）標準断面図 写真① 堤防の決壊箇所

阿
H=3m

写真②

写真② 堤防の決壊箇所

阿
武

武
隈
川

５

被災状況写真

写真①

被災状況写真

武
隈
川



福島県

事 業 名

事 業 主 体

（6） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（阿賀野川水系只見川、阿賀川）

アガノガワスイケイ タダミガワ アガガワ

平成23年7月27日から30日の豪雨により、只見川と阿賀川が氾濫し浸水
被害が発生した。被災した護岸は災害復旧事業で対応するが、今後の
豪雨により再度浸水被害が発生しないよう 推進費を活用して緊急に河

福島県南会津郡只見町大字只見～耶麻郡西会津町大字群岡字徳沢乙地内

１，１００

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）５５０

ミナミアイヅグンタダミマチオオアザタダミ ヤマグンニシアイヅマチオオアザムラオカアザトクサワオツチナイ

豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進費を活用して緊急に河
道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川水位を低減し、住民
の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

西会津町 会津坂下町
赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧事業箇所（当年度施行）

①西会津町徳沢地区
築 堤 L=130m 上野尻ダム

郷ダ

新郷ダム

申請箇所

只見町

金山町

⑦只見町只見地区
掘削 L 700

⑥只見町八木沢地区
築 堤 L=500m

④金山町西谷地区
築 堤 L=700m

③会津坂下町片門地区
掘削 L=1,000m

②西会津町橋屋地区
築 堤 L=390m

片門ダム

本名ダム

滝ダム

田子倉ダム

上田ダム

山郷ダム

柳津ダム

宮下ダム

只見ダム

１
（上空より）

２

掘削 L=700m
⑤金山町横田浜子地区

築 堤 L=200m
奥只見ダム

大鳥ダム

被災水位

改修後水位

築堤箇所

H=3500

W=6000

H=6000

W=15000
平常時水位

標準断面図 （金山町横田浜子地区）

①

被災状況写真

②

築堤箇所

掘削箇所

平常時水位

６

只見町八木沢地区
浸水被害状況

被災状況写真

金山町横田浜子地区
家屋被害状況



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（7） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（富士川水系間門川）

フジカワスイケイ マカドガワ

平成23年9月21日の台風15号に伴う豪雨により、間門川が氾濫し浸水被
害が発生した。今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進
費を活用して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより 洪水時の河

山梨県甲府市下曽根町地内

２００

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）１００

コウフシ シモソネチョウ チナイ

費を活用して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河
川水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

位置図

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

間門川

平面図 国
道

3

（
第
一
次 災害対策等緊急事業推進費要求箇所500m33

5
8
号

次
緊
急
輸
送
道
路
）

１
２

災害対策等緊急事業推進費要求箇所500m3

河道掘削工 V=3,500m3 護岸工L=260m 橋梁工1橋

Ａ

Ａ’

横断図（Ａ－Ａ’）

浸水箇所 4.8ha

対策イメージ図

現河道
改修後

▽
▽

対策イメ ジ図

１ 浸水状況写真 ２ 浸水状況写真

７



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（8） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（日高川水系日高川）

ヒダカガワスイケイヒダカガワ

平成23年9月3日の台風12号に伴う豪雨により、日高川が氾濫し浸水被

害が発生した。今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進
費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位

和歌山県日高郡日高川町平川～上越方地内

４００

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）２００

ヒダカグン ヒダカガワチョウヒュウガワ カミコシカタチナイ

費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位
を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

位置図

日高川

助成区間 助成区間

L=3,400m

L=1,500m
V=25,000m3

②

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

Ｌ=1,500m

Ｌ=3 400m

助成区間

V=45,000m3

L=1,000m
V=20,000m3

日高川

①

Ａ‘ Ａ
③

Ｌ=3,400m

Ｌ=1,000m

L=1,200m
V=10,000m3

主要県道御坊美山線

道路冠水

断面図

約１４０ｍ Ａ‘Ａ
約６０ｍ

約
0.

3ｍ

Ｌ=1,200m

被災状況写真

①

②

被災状況写真

③

河道掘削工

８

被災状況写真



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（9） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（南部川水系南部川）

ミナベガワスイケイﾐﾅﾍﾞｶﾞﾜ

平成23年9月3日の台風12号に伴う豪雨により、南部川が氾濫し浸水被

害が発生した。今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進
費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位

和歌山県日高郡みなべ町西本庄・東本庄地内

８０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）４０

ヒダカグン ミナベ チョウニシホンジョウヒガシホンジョウチナイ

費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位
を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

位置図 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

南部川

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

Ａ‘

③

凡 例
イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くこ
とができないか、イメージが破損している可能性があります。コ
ンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも
赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してくだ
さい。 浸水範囲

道路冠水箇所

南部川
約５５ｍ

Ａ

Ａ‘Ａ
約

②①

四郎橋
河道掘削工

約23ｍ

約
5.

0ｍ

① ③

９

②



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（10） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（日置川水系日置川・城川）

ヒキガワスイケイヒキガワ ジョウガワ

平成23年9月3日の台風12号に伴う豪雨により、日置川と城川が氾濫し

浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、
推進費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川

和歌山県西牟婁郡白浜町宇津木地内

２００

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）１００

ニシムログン シラハマチョウウツギチナイ

推進費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川
水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

日置川

位置図

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

城川

主要県道上富田すさみ線冠水 250m

①

日置川

城川

B B‘

①

②

河道掘削

Ａ

Ａ‘
主要県道日置川大塔線

凡 例
イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開
くことができないか、イメージが破損している可能性がありま
す。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてくださ
い。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除
して挿入してください。 浸水範囲

道路冠水箇所

凡 例
イメージを表示できません。メモリ不足のため
にイメージを開くことができないか、イメージが
破損している可能性があります。コンピュータ
を再起動して再度ファイルを開いてください。
それでも赤い x が表示される場合は、イメー
ジを削除して挿入してください。 浸水範囲

Ｌ＝１，５００ｍ

B‘B 約３０ｍ

河道掘削工

約12ｍ

約
3.

0ｍ

約１６０ｍＡ Ａ‘
河道掘削工

約７０ｍ

約
0.

5ｍ

② 主要県道上富田すさみ線主要県道日置川大塔線冠水 450m
ジを削除して挿入してください。 浸水範囲

道路冠水箇所

①

②

１０



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（11） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（新宮川水系熊野川）

シングウガワスイケイクマノガワ

平成23年9月3日の台風12号に伴う豪雨により、熊野川が氾濫し浸水被

害が発生した。今後の豪雨により再度浸水被害が発生しないよう、推進
費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位

和歌山県田辺市本宮町大居地内・新宮市熊野川町日足地内

６００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３００

タナベシ ホングウチョウオオイチナイ シングウシクマノガワチョウ ヒタリ チナイ

費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位
を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
熊野川（大居地内）

熊野川（日足地内）

位置図

伏 熊野川 ②

熊野川

大居地内 日足地内

Ａ‘

Ａ

国道１６８号

③

④

①

道路冠水箇所

Ａ‘Ａ

大
居

伏
拝

②

赤木川
Ｂ

Ｂ‘
国道１６８号

①

ＡＡ
約２００ｍ

河道掘削工約
0.

4ｍ

約80ｍ

②

ＢＢ‘
約２５０ｍ

河道掘削工
約70ｍ 約

0.5
ｍ

③
④

１１



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（12） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道298号川口市神戸地区他7箇所道路災害防除）

カワグチシゴウド

平成23年8月26日の豪雨により、国道298号において道路冠水被害が

発生した。その後の豪雨でも冠水被害が発生するなど危険な状況が再
発したことから 推進費を活用して緊急に配水管増設等の排水対策を講

埼玉県川口市神戸地先 他7箇所

４５

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）４５

カワグチシ ゴウドチサキ

発したことから、推進費を活用して緊急に配水管増設等の排水対策を講
じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
17

国道298号位置図

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

16
4

神根地下道
安行地下道

新善町地下道

中谷津地区

辻地下道

芝地下道

川口ＪＣＴ地下道

雀田地区
（写真箇所）

①

■排水溝改修（排水流入口増設） 地下道部（６箇所）

①冠水状況（川口市神戸字雀田）

■排水溝改修（排水流入口増設）：地下道部（６箇所）

既設管渠新設管渠

■排水管渠改修（管渠増設）：雀田、中谷津

排水流入口 排水流入口を増設し、排水
能力の向上を図る。

１２

（Φ1,000） （Φ1,000）

既設管渠新設管渠

新設管渠 既設管渠



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（13） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道8号長岡市愛宕地区道路災害防除）

ナガオカシアタゴ

平成23年7月30日の新潟・福島豪雨により、国道8号において道路冠水

し一時通行止めとなった。今後の豪雨により再度冠水被害が発生しない
よう推進費を活用して緊急に排水ポンプ増設等の排水対策を講じること

新潟県長岡市愛宕地先

４５０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）４５０

ナガオカシ アタゴ チサキ

８８要求箇所要求箇所

よう推進費を活用して緊急に排水ポンプ増設等の排水対策を講じること
により、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

８８ 新潟県

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

断面図①

詳細図 事業計画区間事業計画区間 Ｌ＝５９０ｍＬ＝５９０ｍ

平面図

８８

冠水箇所冠水箇所

至至 新潟市新潟市

至至 柏崎市柏崎市

（新
町
１
丁
目
交
差
点
）

（新
町
１
丁
目
交
差
点
）

（栖
吉
川
橋
）

（栖
吉
川
橋
）

愛宕地下道愛宕地下道

冠水箇所冠水箇所

排水管設置排水管設置 Ｌ＝５９０ｍＬ＝５９０ｍ

ＪＲ信越本線
縦断面図

詳細図（ポンプ室）
断面図①

既設排水ポンプ３台既設排水ポンプ３台

））

排水管設置排水管設置
Ｌ＝５９０ｍＬ＝５９０ｍ

既設排水管既設排水管

排水ポンプ４台増設排水ポンプ４台増設

被災状況写真① 水没車両

冠水深冠水深 ＨＨ≒≒１．０ｍ１．０ｍ

被災状況写真②

１３

（国道８号 新潟市方面を望む） （冠水被害状況）



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（14） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（那智山勝浦線・那智山地内）
ナチサンカツウラセンナチサン

平成24年2月13日に道路法面崩壊が発生した。今後の豪雨により更な

る法面崩壊が発生しないよう推進費を活用して緊急に張コンクリート工
等の法面対策を講じることにより 交通の安全を確保する

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町那智山３番地地先

１４５

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）７３

ヒガシムログン ナチカツウラチョウ ナチサン バンチチサキ

等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

要求箇所

A-A

A

事業延長 L=６０ｍ

至 国道42号

至 那智大社

クラック便所

県道
県道

崩壊前地形

A-A

⑤
那智川A

クラック
①

④

②③

那智川

岩盤線
崩壊前地形 ⑤

那智川A

至 那智大社

至 那智大社

路面クラックの状況

① 至 国道42号

③至 国道42号
至 国道42号

④路側石積に開口亀裂が発生

至 那智大社至 国道42号

路面クラックの状況

１４

②

至 那智大社

⑤ 路側石積下部の法面が崩壊
路面クラックの状況



益田市

事 業 名

事 業 主 体

（15） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道澄川線益田市匹見町澄川地内道路災害防除）
スミガワセンマスダシヒキミチョウスミカワ

平成24年3月26日に市道澄川線において道路法面崩壊が発生し、全面

通行止めとなった。今後の豪雨により再度法面が崩壊し、被害が拡大し
ないよう推進費を活用して緊急に落石防止網工等の法面対策を講じる

島根県益田市匹見町澄川地内

１０２

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５１

マスダシ ヒキミチョウ スミカワチナイ

ないよう推進費を活用して緊急に落石防止網工等の法面対策を講じる
ことにより、交通の安全を確保する。

内 容

三出原地区

国道488号長沢バイパス

○砕石場・残土処理の大型トラックが往来
○車道幅員6m程度で歩道が未整備

徒歩・電動カート利用の高齢者
が路肩を通行せざるを得ない

○高齢者生活福祉センター
○匹見下地区振興センター
○国民健康保険匹見澄川診療所

改良済位置図

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

土井ノ原地区

持三郎地区

被災箇所
全面通行止め

至

広
島
県

国道 号長沢 イ
2号トンネル工事掘進中

：国道488号
：市道澄川線
：その他の市道

澄川発電所

澄川砕石場

ロープ伏工 ロープ伏工
断面図位置
No.0+17.2平面図

断面図
（No.0+17.2）

ロープ伏工

ロープ伏工
岩塊固定工 ロープ掛工

吹付法枠工
鉄筋挿入工

吹付法枠工

平面図

h=48m

吹付法枠工

①

②

鉄筋挿入工
根固工

落石防止網工

既設法枠工

崩壊箇所

崩壊箇所

①

被災状況写真

②

１５

崩土落石

崩壊箇所 被災状況写真



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（16） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道231号石狩市厚田地区外防雪対策）

イシカリシアツタ

平成24年1月から2月に発生したシベリア高気圧の影響で偏西風が蛇行
し、国道231号において豪雪や猛吹雪による視界不良を原因とする通行

止めが発生した 今後の吹雪により再度通行止めが発生しないよう推進

北海道石狩市生振～厚田区別狩

５２９

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）５２９

イシカリシ オヤフル アツタク ベッカリ

止めが発生した。今後の吹雪により再度通行止めが発生しないよう推進
費を活用して緊急に防雪柵を整備することにより、交通の安全を確保す
る。

内 容

留萌

申請箇所 （吹き止め柵 L=150m）

【平面図】位置図

凡 例

赤
推進費要求箇所

札幌

留萌

申請箇所

日本海

計
延
長

L=
3,

07
0m

申請箇所 （吹き止め柵 L=260m 吹き払い柵
L=330m）

申請箇所 （吹き止め柵L=350m 吹き払い柵
L=350m）

申請箇所 （吹き止め柵 L=320m）

申請箇所 （吹き止め柵 L=  60m）

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

申
請
合

道路上の数字はキロポストを示す

申請箇所 （吹き払い柵 L=100m）

申請箇所 （吹き払い柵 L=150m）

申請箇所 （吹き払い柵 L=1,000m）

写真①

写真②

写真③

《詳細図》《断面図》

【吹き止め柵】

離れ　L=7.80m 4250

防雪柵　吹止式

(H=5.20 W=3.00)

4250

《詳細図》《断面図》

【吹き払い柵】

3250 3250

4300 5004300500

①平成24年2月8日発生箇所

② KP23.6 ③ KP24.6① KP19.1

②平成24年2月12日発生箇所 ③平成24年2月21日発生箇所

風速12.1m/s 風速13.6m/s 風速13.1m/s

１６



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（17） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道49号東蒲原郡阿賀町八木山地区道路災害防除）

ヒガシカンバラグンアガマチヤキヤマ

平成24年4月10日に豪雪に伴う融雪水による道路法面崩壊が発生した。

今後の豪雨により更なる法面崩壊が発生しないよう推進費を活用して緊
急に抑止杭工等による地すべり対策を講じることにより 交通の安全を

新潟県東蒲原郡阿賀町八木山地先

９０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）９０

ヒガシカンバラグンアガマチ ヤキヤマチサキ

急に抑止杭工等による地すべり対策を講じることにより、交通の安全を
確保する。

内 容

当該箇所
凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図

【平面図】

至

新
潟

至

a

至

福
島

音無川
事業計画区間
L=70m排水工 L=170m 法面工 A=980m2

抑止杭工 N=18本 グラウンドアンカー工 N=9本

a

①

抑止杭工 N 18本 グラウンドアンカ 工 N 9本
排水ボーリング工 N=8本 かご工 L=60m

【a-a断面図】

かご工

法面工

排水工

崩壊土砂
グランドアンカー工

①被災箇所

抑止杭工

かご

排水ボーリング工 ②クラック発生状況

１７



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（18） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般国道411号丹波山村大常木地区道路災害防除）

タバヤマムラオオツネキ

平成24年4月6日に凍結融解による道路法面崩壊が発生した。今後の

豪雨により更なる法面崩壊が発生しないよう推進費を活用して緊急にモ
ルタル吹付工等の法面対策を講じることにより 交通の安全を確保する

山梨県北都留郡丹波山村大常木地先

１２０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）６０

キタツルグン タバヤマムラ オオツネキ チサキ

ルタル吹付工等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）推 費 箇所 年 行
発災箇所

一般国道
411号

至

事業計画延長 L=350m
モルタル吹付工 A=1,700m2、鉄筋挿入工 N=500本
落石防止網工 A=1,700m2

断面図2
甲
州
市 至

奥
多
摩
町

②

①

被災箇所
クラック等確
認箇所

断面図1
断面図2

クラック等確認箇所

断面図1

落石防止網工

断面図2

被災状況写真① 被災状況写真②

モルタル吹付工 ｔ=10cm
鉄筋挿入工 L=2.5m

モルタル吹付工（繊維入り）
ｔ=10cm

１８



青森市

事 業 名

事 業 主 体

（19） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道田ノ沢23号線外）

タノサワ

平成24年4月14日に豪雪に伴う融雪水による道路法面崩壊が発生した。

今後の豪雨により更なる法面崩壊が発生しないよう推進費を活用して緊
急に法枠工等の法面対策を講じることにより 交通の安全を確保する

青森県青森市浪岡大字本郷字田ノ沢地内

８０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４０

アオモリシ ナミオカオオアザホンゴウアザタノサワ チナイ

急に法枠工等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。内 容

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

申請箇所

位置図

災害現場 １

災害現場 ２

至黒石市
平面図

舗装工Ａ 2＝240㎡

東部台地開拓 5号線

（災害現場２）

至 本郷ダム 市道 田ノ沢23号線

L1  = 56 ｍ 舗装工Ａ 1＝196㎡
A

田ノ沢23号線（災害現場１）

L2 = 48 mB

②

舗装工Ａ 2＝240㎡

市道 東部台地開拓5号線

水路

至 本郷ダム 市道 田ノ沢23号線

道路
6000

2700

5000 5000 5000 5000A B
道路
3500

3000

7000 6000

断面図

法枠工 Ａ＝2,470㎡
舗装工 Ａ＝ 436㎡

B´

法枠工Ａ 2＝880㎡

A´
① 法枠工Ａ 1＝1,590㎡

2700

2700

2700

A
´

H1=13500

B´
H2=9200

1100

4600

3500

3000

① ②

１９



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（20） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道塩平窪平線山梨市牧丘町北原地内道路災害防除）

シオダイラクボダイラセンヤマナシシマキオカチョウキタバラ

平成24年4月11日に凍結融解による道路法面落石被害が発生した。今

後の豪雨により更に法面崩壊が進行する恐れがあることから、推進費を
活用して緊急に落石防護柵工等の法面対策を講じることにより 交通の

山梨県山梨市牧丘町北原地内

５０

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）２５

ヤマナシシマキオカチョウキタバラチナイ

活用して緊急に落石防護柵工等の法面対策を講じることにより、交通の
安全を確保する。

内 容

凡 例

赤
推進費要求箇所

発災箇所

： 転石・浮石などの
落石予備群

赤
（当年度施行）

一般県道塩平窪平線

被災箇所

①②

至国道140号

①②
横断図位置

落石防護柵

②①

横断図

２０



大野市

事 業 名

事 業 主 体

（21） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道小矢戸県道赤根橋線、南新在家）

コ ヤ ト アカネハシセン ミナミシンザイケ

平成24年4月1日に融雪による道路法面崩壊が発生した。今後の豪雨に

より更なる法面崩壊が発生しないよう推進費を活用して緊急に落石防止
網工等の法面対策を講じることにより 交通の安全を確保する

福井県大野市南新在家地先

１４

施 行 地

事 業 費 国 費（百万円） （百万円）７

オオノシ ミナミシンザイケ チサキ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

南新在家地区

網工等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。内 容

位置図

断面図

土工
V=40m3

①

②

① ②

①

２１


